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表紙

(
電子提供措置事項のうち法令および定款に基づく

）書面交付請求による交付書面に記載しない事項

上記事項につきましては、法令および当社定款第16条第２項の規定に基づき、書面交付

請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。

なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に

電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたしま

す。

第108回定時株主総会資料

●　会社の現況
「業務の適正を確保するための体制
および当該体制の運用状況」

●　連結計算書類
「連結株主資本等変動計算書」
「連結注記表」

●　計算書類
「株主資本等変動計算書」
「個別注記表」

（2023年４月１日から2024年３月31日まで）

日本ロジテム株式会社
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

 業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

① 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための

体制その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容

（内部統制システムの基本方針）の概要は以下のとおりであります。

イ. 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを

確保するための体制について

a . コンプライアンス委員会を設置し、各部門長が定期的に法令・定款

の順守状況を報告・確認します。

b . コンプライアンス・マニュアルを制定し、その内容について全役員

および全従業員に対し周知徹底を図り、コンプライアンスの知識を高

め、コンプライアンスを尊重する意識を醸成します。

c . コンプライアンス・マニュアルは、内部者通報制度を含むものと

し、その実効性を確保します。

d . 社長直轄の監査部門（監査部）を設置し、全部門およびグループ各

社を対象に計画的に内部監査を実施し、法令・定款の順守状況の確認

を含めた内部牽制を行うとともに、財務報告に係る内部統制について

も金融商品取引法に基づき構築、運用、評価、改善等を行います。

e . 反社会的勢力に対しては、顧問弁護士、警察関連機関等と連携し、

総務部を中心として組織的に対応することにより、断固たる態度で一

切の関係を遮断・排除します。

ロ. 取締役の職務の執行にかかる情報の保存および管理に関する体制につ

いて

重要な意思決定および報告に関しては、文書の作成、保存および廃棄

に関する規程（稟議規程、文書管理規程）を制定し、これに従って情報

の保存・管理を適切に行います。

ハ. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制について

グループ全体の危機管理体制を明確化するため、リスクマネジメント

規程およびクライシスコントロール規程を定めるとともに、必要に応じ

て開催されるリスクマネジメント委員会が当社グループの事業の適正な

運営を阻害するリスクの洗い出しから分析・評価を行い、適切な対策を

講じます。また、緊急事態が発生した場合には、クライシスコントロー

ル規程に定められた報告ルートに則し、代表取締役社長に報告され、迅

速に対応します。

ニ. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制に

ついて

a . 執行役員制を導入し、意思決定機能と業務執行の分離を図ることに

より、意思決定の迅速化、経営の効率化、責任の明確化を図ります。
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

b . 職務権限規程および業務分掌規程を整備し、執行役員以下の従業員

に対する指揮命令関係を通じた効率的な業務執行を確保します。

c . 中期経営計画および年度予算を策定し、会社として達成すべき目標

を部門ごとに明確化するとともに、各部門長はその進捗状況について

取締役会に報告します。

ホ. 会社ならびにその親会社および子会社から成る企業集団における業務

の適正を確保するための体制について

a . グループ子会社等を総括的に管理するため「関連企業課」「国際事

業課」を設置し、定期的に開催する「国内関連会議」「国際関連会

議」において各社から業務執行状況の報告を受けるとともに、各社が

開催する取締役会に当社幹部が出席し、必要な助言・指導を行いま

す。

b . 関係会社管理規程および関係会社職務権限基準表を定め、グループ

子会社等の業務を適切に管理します。

c . 日本ロジテムグループのコンプライアンス・マニュアルを制定し、

その内容についてグループ子会社等の全役員および全従業員に対し周

知徹底を図ります。

ヘ. 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合におけ

る当該使用人に関する体制について

a . 監査役を補助すべき従業員として、監査部門（監査部）がその任に

あたるものとします。

b . 監査役がその他の部門の従業員の補助を求めたときは、会社は適任

者を指定し、監査役の補助に専念させるものとします。

ト. 前号の使用人の取締役からの独立性および当該使用人に対する監査役

の指示の実効性の確保に関する事項について

a . 監査役を補助すべき従業員の人事異動、人事評価、懲戒に関して

は、監査役会の事前の同意を得るものとします。

b . 監査役の補助業務は監査役の指示によって行うものとします。

チ. 取締役および使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役

への報告に関する体制について

a . 監査役は取締役会に常時出席し、社内の重要会議（経営会議、国内

関連会議、国際関連会議、部長会議、所長会議等）にも参加するほ

か、重要決裁文書の回付などにより、当社およびグループ各社の経営

の実態およびリスク管理状況について適時把握し、必要な報告を受け

るものとします。

b . 内部通報制度により通報された情報は、監査役に報告するものとし

ます。
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

c . 監査役は毎事業年度末に各取締役に対し業務執行状況に関する確認

書の提出を求めるものとします。

d . 本号に定める報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利

な取扱いを受けないことを確保します。

リ. その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制に

ついて

a . 監査役は監査部門（監査部）が行う全部門およびグループ各社を対

象とした内部監査の結果を聴取し、問題点の共有を図るなど、実効的

かつ効率的な監査を行います。

b . 監査役は会計監査人とそれぞれ定期的に意見交換を実施します。

c . 監査役の職務の執行について生ずる費用は、あらかじめ一定額の予

算を確保し、常勤監査役または監査役会からの請求により、これを処

理します。

② 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

当社は、取締役会において上記のとおり「内部統制システムの基本方

針」を決定し、当社および当社グループ各社のすべての役員および従業員

に浸透を図り、業務の有効性、効率性および適正性を確保すべく運用して

おります。

当事業年度における運用状況の概要は以下のとおりであります。

イ. コンプライアンスに関する事項

コンプライアンス委員会を８回開催し、新規制定法令および改正法令

への対応検討を行ったほか、内部通報への対応を実施しております。ま

た、「全体会議」「所長会議」ならびに「社内研修」において、コンプ

ライアンスに関する研修を実施し、コンプライアンス上の問題を未然に

防止するとともに、事業所業務に関わる法令の教育を実施しておりま

す。

ロ. リスク管理に関する事項

「安全衛生委員会」「物流品質会議」を開催するとともに、「運輸安

全マネジメント」制度に基づく安全対策を行い、交通事故、労災事故の

リスク低減を図っております。

また、当事業年度におきましては、リスクマネジメント委員会を３回

開催し、感染症（新型コロナウイルスならびにインフルエンザ等）の感

染拡大状況や厚生労働省等の指示に準拠した「コンプライアンス・リス

ク統括課通知」を当社グループに向け２回発信し、対応基準の周知と感

染予防対策の徹底を図っております。
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ハ. 職務執行の効率性の確保に関する事項

管理職以上全員が参加する「全体会議」を開催し、経営方針、各部門

の目標およびアクションプラン等を説明し、意思の統一を図っておりま

す。

ニ. グループ子会社等に関する事項

「国内関連会議」「国際関連会議」を開催するとともに、「国内関係

会社職務権限基準表」「海外関係会社職務権限基準表」を適正に運用

し、グループ子会社等における内部管理体制および当社からの牽制体制

を確保しております。

ホ. 監査役監査の実効性の確保に関する事項

監査役が、取締役およびグループ子会社幹部ならびに会計監査人との

面談を行うとともに、監査部とも連携し、実効的な監査が行えるよう、

環境整備に努めております。
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連結株主資本等変動計算書

（自 2023年４月１日
至 2024年３月31日）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 3,145,955 3,190,072 6,505,999 △37,498 12,804,527

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △109,465 △109,465

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

499,585 499,585

自 己 株 式 の 取 得 △54,946 △54,946

株主資本以外の項目の連結会
計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 － － 390,120 △54,946 335,174

当連結会計年度末残高 3,145,955 3,190,072 6,896,119 △92,445 13,139,702

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

為替換算調整勘定
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額
合 計

当連結会計年度期首残高 103,780 296,680 469,839 870,301 39,511 13,714,340

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △109,465

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

499,585

自 己 株 式 の 取 得 △54,946

株主資本以外の項目の連結会
計年度中の変動額（純額）

119,400 230,865 506,048 856,314 2,821 859,135

連結会計年度中の変動額合計 119,400 230,865 506,048 856,314 2,821 1,194,309

当連結会計年度末残高 223,181 527,546 975,887 1,726,615 42,332 14,908,650

連結株主資本等変動計算書

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

連結注記表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）

１. 連結の範囲に関する事項

連結子会社の状況

連結子会社の数 21社

連結子会社の名称 阪神ロジテム㈱、ロジテムエージェンシー㈱、ロジ

テムインターナショナル㈱、ロジテムトランスポー

ト㈱、㈱ロジテム軽貨便、ロジテムエンジニアリン

グ㈱、阪神ロジサポート㈱、千日股有限公司、

LO G I T E M  H O N G  K O N G  C O . , L T D .、L O G I T E M 

( T H A I L A N D ) C O . , L T D .、L O G I T E M  T R A D I N G 

(THAILAND)CO.,LTD.、LOGITEM VIETNAM HOLDING & 

INVESTMENT COMPANY LIMITED、LOGITEM VIETNAM 

CORP.、LOGITEM VIETNAM TRADING CO.,LTD.、L&K 

TRADING CO.,LTD.、LOGITEM VIETNAM NORTH 

SERVICE CO.,LTD.、LOGITEM VIETNAM SOUTH 

SERVICE CO.,LTD.、洛基泰姆（上海）物流有限公

司、LOGITEM LAOS GLKP CO.,LTD.、LOGITEM 

MYANMAR CO.,LTD.、LOGITEM (CAMBODIA) CO.,LTD.

２. 持分法の適用に関する事項

持分法を適用した関連会社の状況

持分法適用の関連会社数 ３社

持分法適用の関連会社の名称 ロジスメイト㈱

福岡ロジテム㈱

CLK COLD STORAGE COMPANY LIMITED

持分法適用手続に関する特記事項 持分法適用会社のうち、事業年度が連結会計年度と

異なる会社については、各社の事業年度に係る計算

書類を使用しております。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち千日股有限公司、LOGITEM HONG KONG CO.,LTD.、LOGITEM(THAILAND)

CO.,LTD.、LOGITEM TRADING (THAILAND)CO.,LTD.、LOGITEM VIETNAM HOLDING & INVESTMENT 

COMPANY LIMITED、LOGITEM VIETNAM CORP.、LOGITEM VIETNAM TRADING CO.,LTD.、L&K 

TRADING CO.,LTD.、LOGITEM VIETNAM NORTH SERVICE CO.,LTD.、LOGITEM VIETNAM SOUTH 

SERVICE CO.,LTD.、洛基泰姆（上海）物流有限公司、LOGITEM LAOS GLKP CO.,LTD.および

LOGITEM (CAMBODIA) CO.,LTD.の決算日は12月31日であり、連結決算日と異なっておりま

す。連結計算書類の作成に当たっては、同決算日現在の計算書類を使用しており、連結決算

日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

連結子会社のうちLOGITEM MYANMAR CO.,LTD.の決算日は９月30日であり、連結決算日と異

なっております。連結計算書類の作成に当たっては、連結決算日現在で本決算に準じた仮決

算を行った計算書類を基礎としております。

上記以外の連結子会社の事業年度は、当社と同一であります。
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連結注記表

４. 会計方針に関する事項

(1) 資産の評価基準および評価方法

① 有価証券の評価基準および評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

　　　　　　　　　　　　　　　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定しておりま

す。）

市場価格のない株式等……………移動平均法に基づく原価法

② 棚卸資産の評価基準および評価方法

商品…………………………………主として移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価

額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）

貯蔵品………………………………先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

当社および国内連結子会社は定率法、在外連結子会

社は所在地国の会計基準の規定に基づく定額法また

は定率法によっております。

ただし、当社および国内連結子会社については、

1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を

除く）ならびに2016年４月１日以降に取得した建物

附属設備および構築物について、定額法を採用して

おります。

主な耐用年数

建物及び構築物……………………………21～38年

機械装置及び運搬具………………………３～12年

② 無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウェア（自社利用）については、社内におけ

る見込利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用

しております。

③ リース資産……………………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリー

ス資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金……………………………当社および国内連結子会社は、債権の貸倒れによる

損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上して

おります。

在外連結子会社は、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。
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連結注記表

② 賞与引当金……………………………当社および連結子会社の一部は、従業員の賞与支給

に備えるため、当連結会計年度に負担すべき支給見

込額を計上しております。

③ 役員退職慰労引当金…………………当社は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内

規に基づく期末要支給額を計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

(当社）

① 退職給付見込額の期間帰属方法……退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当

連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法…数理計算上の差異については、各連結会計年度の発

生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（10年）による定額法により按分した額をそ

れぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しており

ます。

(連結子会社）

連結子会社は、退職給付に係る負債および退職給付

費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給

額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用

しております。

(5) 収益および費用の計上基準

①収益の計上基準…………………………当社および連結子会社は、下記の５ステップアプロ

ーチに基づいて、収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する

ステップ２：契約における履行義務を識別する

ステップ３：取引価格を算定する

ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配

分する

ステップ５：企業が履行義務の充足時に（または充

足するにつれて）収益を認識する

当社および連結子会社の顧客との契約から生じる収

益に関する主要な事業における主な履行義務の内容

および当該履行義務を充足する通常の時点（収益を

認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

貨物自動車運送事業………………顧客との運送契約では、委託を受けた貨物の運送サ

ービスを提供する義務を負っております。自社およ

び協力会社のトラック等を使用する場合において

は、これらの履行義務を充足する時点は、通常貨物

の配送完了時であることから、当該貨物の配送完了

時点で収益を認識しております。また、路線会社を

使用する場合においては、これらの履行義務を充足

する時点は、通常当該路線会社への貨物の引渡時で

あることから、当該貨物の引渡時点で収益を認識し

ております。

－ 8 －



2024/05/30 15:54:04 / 23071036_日本ロジテム株式会社_招集通知

連結注記表

センター事業………………………顧客との業務委託請負契約では、顧客より寄託を受

けた貨物の倉庫における入出庫等の荷役を行うほ

か、自社および顧客の倉庫・配送センター内におけ

る流通加工（組立、裁断、梱包等）および事務代行

（受注代行、在庫管理等）などの業務を提供する義

務を負っています。荷役業務を行う場合には、これ

らの履行義務を充足する時点は、通常貨物の入出荷

時であることから、当該貨物の入出荷時点で収益を

認識しております。流通加工および事務代行などの

業務を行う場合には、これらの履行義務を充足する

時点は、通常業務完了時であることから、当該業務

完了時点で収益を認識しております。

アセット事業………………………顧客との業務委託請負契約や不動産賃貸借契約で

は、顧客より寄託を受けた貨物の倉庫における保管

を行うほか、不動産の賃貸借およびその仲介を行う

義務を負っております。保管および不動産賃貸借等

の業務を行う場合には、これらの履行義務を充足す

る時点は、通常月単位での期間経過時であることか

ら、当該期間経過時点で収益を認識しております。

上記の各事業において、取引価格の算定は、財また

はサービスの顧客への移転と交換に企業が権利を得

ると見込む対価の額を測定することで行っていま

す。これらの履行義務に対する対価は、履行義務充

足後、別途定める支払条件により概ね１ヶ月以内に

受領しており、重大な金融要素は含んでおりませ

ん。

②ファイナンス・リース取引にかかる収益の計上基準

リース料受取時に営業収益と営業原価を計上する方

法によっております。

(6) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

① 重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場によ

り円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。なお、在外子会社の資産および負債は、決

算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益およ

び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差

額は純資産の部における為替換算調整勘定および非

支配株主持分に含めて計上しております。

② 重要なヘッジ会計の方法

ヘッジ会計の方法……………………金利スワップについて特例処理の要件を満たしてい

る場合は、特例処理を採用しております。

ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段……………………金利スワップ

ヘッジ対象……………………借入金

ヘッジ方針……………………………将来予想される金利変動リスクを回避する目的で金

利スワップを行っており、投機的な取引は行ってお

りません。

ヘッジ有効性評価の方法……………金利スワップについては特例処理の要件を満たして

いるため、有効性の評価は省略しております。
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（表示方法の変更に関する注記）

（連結損益計算書）

前連結会計年度まで区分掲記して表示しておりました「投資有価証券売却益」（当連結

会計年度は、2,000千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より、特

別利益の「その他」に含めて表示しております。

（会計上の見積りに関する注記）

会計上の見積りは、連結計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算

出しております。当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額で会計上の見積りによる

もののうち、翌連結会計年度の連結計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以

下のとおりです。

固定資産の減損損失の認識

１. 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

資産または資産グループの収益性の低下や市場価格の著しい下落により、減損の兆候が

あると認められた16事業拠点については、減損損失の認識の判定に基づき、９事業拠点に

おいて減損損失57,069千円を計上しております。また、その他７事業拠点（固定資産の帳

簿価額3,450,313千円）については、減損損失は計上しておりません。

２. 連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

（1) 算出方法

当社グループは、他の資産または資産グループのキャッシュ・フローから概ね独立した

キャッシュ・フローを生み出す最小の単位によって、資産グルーピングを行っています。

資産または資産グループの収益性の低下や市場価格の著しい下落等により、減損の兆候が

あると認められる場合には、資産または資産グループから得られる割引前将来キャッシ

ュ・フローの総額と帳簿価額を比較することによって、減損損失の認識を判定します。判

定の結果、割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回り、減損を実施する必

要があると判断された場合、帳簿価額を回収可能価額（正味売却価額または使用価値のい

ずれか高い価額）まで減額し、当該帳簿価額の減少額を減損損失として認識します。

（2) 主要な仮定等

当該資産グループから得られる将来キャッシュ・フローの見積りは、過年度の実績等を

基礎としておりますが、安定した営業収益、新規の顧客獲得、運賃改定および主要な資産

の使用見込み期間を主要な仮定としております。

（3) 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

上記の主要な仮定には、不確実性が存在するため、今後の経過によっては減損損失の計上

が必要となる可能性があります。
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(1) 担保に供している資産 現金及び預金（定期預金）……… 8,694千円

建物及び構築物 ………………… 861,543千円

土地 ……………………………… 3,150,304千円

無形固定資産（借地権） ……… 421,160千円

計 ……………………………… 4,441,702千円

(2) 担保に係る債務 短期借入金 ……………………… 3,380,000千円

１年内償還予定の社債…………… 200,000千円

１年内返済予定長期借入金 …… 1,666,028千円

社債………………………………… 700,000千円

長期借入金 ……………………… 3,569,542千円

長期預り保証金 ………………… 131,256千円

計 ……………………………… 9,646,826千円

商品 ……………………………… 29,484千円

貯蔵品 …………………………… 42,095千円

計 ……………………………… 71,580千円

当座貸越極度額 ………………… 6,904,840千円

借入実行残高 …………………… 5,148,160千円

差引 …………………………… 1,756,680千円

４. 有形固定資産の減価償却累計額 …………………………………………… 24,993,811千円

受取手形 ………………………… 470,606千円

営業未収入金`…………………… 7,522,457千円

契約資産 ………………………… 6,251千円

計 ……………………………… 7,999,315千円

契約負債 ……………………… 271,285千円

（連結貸借対照表に関する注記）

１. 担保に供している資産および担保に係る債務

２. 棚卸資産 棚卸資産の内訳は、次のとおりであります。

３. 当座貸越 当社および連結子会社（阪神ロジテム㈱、千日股有限

公司、LOGITEM HONG KONG CO.,LTD.）においては、運転

資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約

を締結しております。当連結会計年度末における当座貸

越契約に係る借入未実行残高等は次のとおりでありま

す。

５. 契約残高

(1) 「受取手形、営業未収入金及び契約資産」のうち、顧客との契約から生じた債権の金額およ

び契約資産は、以下のとおりであります。

(2) 流動負債の「その他」のうち、契約負債は以下のとおりであります。
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区分 種類 場所

事業用資産 建物及び構築物等
東京都大田区

東京都江東区等

建物及び構築物……………………………………………………………… 55,536 千円

機械装置及び運搬具………………………………………………………… 679 千円

工具器具備品………………………………………………………………… 853 千円

計…………………………………………………………………………… 57,069 千円

（連結損益計算書に関する注記）

１. 顧客との契約から生じる収益

営業収益については、顧客との契約から生じる収益およびそれ以外の収益を区分して記載し

ておりません。顧客との契約から生じる収益の金額は、「収益認識に関する注記)　(１)顧

客との契約から生じる収益を分解した情報」に記載しております。

２.減損損失

（１) 減損損失を認識した資産または資産グループの概要

（２) 減損損失を認識するに至った経緯

事業用資産については収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなったため、事業用

資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当期減少額を減損損失として特別損失に計上

しております。

（３) 減損損失の金額

（４) 資産のグルーピングの方法

当社グループは、他の資産または資産グループのキャッシュ・フローから概ね独立したキ

ャッシュ・フローを生み出す最小の単位によって、資産グルーピングを行っています。

（５) 回収可能価額の算定方法

回収可能価額は正味売却価額により測定しており、売却や転用が困難な資産については零

として評価しております。

３.災害による損失および受取保険金

連結子会社のLOGITEM(THAILAND) CO.,LTD.の賃借倉庫で2023年２月に火災事故が発生し、受

託貨物が被災しました。また、同社のレムチャバン物流センターで同年６月に火災事故が発

生し、倉庫建屋が被災しました。「災害による損失」として、それぞれ60,214千円、

151,275千円を計上しております。これに伴い受領した製品補償保険金14,647千円および倉

庫修繕保険金150,297千円を「受取保険金」として計上しております。
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株式の種類
当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
末の株式数

普通株式 1,383,310株 －株 －株 1,383,310株

株式の種類
当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
末の株式数

普通株式 14,967株 14,061株 －株 29,028株

決　　議
株式の
種　類

配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基　準　日 効力発生日

2023年５月26日
取締役会

普通
株式

54,733 40.00 2023年３月31日 2023年６月14日

2023年11月13日
取締役会

普通
株式

54,731 40.00 2023年９月30日 2023年12月８日

計

配 当 金 の 総 額 54,171千円

１ 株 当 た り 配 当 額 40.00円

基 準 日 2024年３月31日

効 力 発 生 日 2024年６月12日

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）

１. 当連結会計年度末の発行済株式の種類および総数

２. 当連結会計年度末における自己株式の種類および株式数

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加14,061株は、2024年２月13日開催の取締役会決議

に基づく自己株式の取得による増加14,000株および単元未満株式の買取りによる増加

61株によるものであります。

３. 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となる

もの

2024年５月27日開催の取締役会にて、次のとおり普通株式の配当に関する事項を決議して

おります。

なお、配当原資は、利益剰余金であります。
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（金融商品に関する注記）

１. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達について

は主に銀行借入による方針です。デリバティブは、借入金の金利変動リスクを回避するため

に利用し、投機的な取引は行いません。

(2) 金融商品の内容およびそのリスクならびにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び営業未収入金は、顧客の信用リスクに晒されています。当該

リスクに関しては、当社グループの営業管理規程の与信限度管理細則に従い、取引先ごとの

期日管理および残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を毎期把握する体制として

います。

投資有価証券のうち上場株式は、市場価格の変動リスクに晒されていますが、主に業務上

の関係を有する企業の株式であります。当社グループにおいては、当該株式の時価を定期的

に把握し、必要に応じて当該時価を取締役会に報告しております。

営業債務である支払手形及び営業未払金は、そのほとんどが１年以内の支払期日です。短

期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、社債、長期借入金およびファイナンス・リ

ース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、

償還日は決算日後、最長で10年後であります。

また、営業債務、社債および借入金は、流動性リスクに晒されていますが、当社グループ

では、各社ごとに月次にて資金繰り計画書を作成するなどの方法により管理しています。
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（単位：千円）

連結貸借対
照表計上額
（ 注 ２ ）

時 価
（ 注 ２ ）

差 額

(1) 投資有価証券

その他有価証券 467,628 467,628 －

(2) 敷金及び保証金 7,280,737 7,030,321 △250,415

(3) 社債（注１） (900,000) (899,505) △494

(4) 長期借入金（注１） (11,664,320) (11,633,362) △30,958

(5) リース債務（注１） (5,061,051) (5,049,834) △11,216

(6) 長期預り保証金 (1,417,104) (1,408,023) △9,080

２. 金融商品の時価等に関する事項

2024年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの

差額については次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額

1,453,022千円）は、「その他有価証券」には含めておりません。また、「現金及び預金」の

うち現金は注記を省略しており、「現金及び預金」のうち預金、「受取手形、営業未収入金及

び契約資産」、「営業未払金」および「短期借入金」は短期間で決済されるため時価が帳簿価

額に近似することから、注記を省略しております。

（注１）１年以内に期限が到来する社債、長期借入金およびリース債務を含めております。

（注２）負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

３. 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性および重要性に応じ

て、以下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において

形成される当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場

価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプッ

ト以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらの

インプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレ

ベルに時価を分類しております。
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

　その他有価証券

株式 467,628 － － 467,628

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

敷金及び保証金 － 7,030,321 － 7,030,321

社債 － 899,505 － 899,505

長期借入金 － 11,633,362 － 11,633,362

リース債務 － 5,049,834 － 5,049,834

長期預り保証金 － 1,408,023 － 1,408,023

(１)　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産および金融負債

（単位：千円）

(２)　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産および金融負債

（単位：千円）

（注１）時価の算定に用いた評価技法およびインプットの説明

投資有価証券

その他有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されて

いるため、その時価をレベル１の時価に分類しております。

敷金及び保証金

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額と契約または使用見

込期間および国債の利回り等を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の

時価に分類しております。

社債

当社の発行する社債の時価は、元利金の合計額を同様の新規社債の発行を行った場合

に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しているため、その時価をレベル

２の時価に分類しております。

長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定

される利率で割り引いた現在価値により算定しているため、その時価をレベル２の時

価に分類しております。

リース債務

リース債務の時価については、元利金の合計額を、同様のリース取引を行った場合に

想定される利率で割り引いた現在価値により算定しているため、その時価をレベル２

の時価に分類しております。
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  （単位：千円）

１年内
１年超

５年以内
５年超

10年以内
10年超

現金及び預金 4,008,590 － － －

受取手形 470,606 － － －

営業未収入金 7,522,457 － － －

敷金及び保証金 1,621,321 3,806,805 822,926 1,029,682

合　計 13,622,975 3,806,805 822,926 1,029,682

  （単位：千円）

１年内
１年超
２年内

２年超
３年内

３年超
４年内

４年超
５年内

５年超

社債 200,000 200,000 200,000 200,000 100,000 －

長期借入金 3,650,493 3,455,303 2,180,700 1,362,284 930,540 85,000

リース債務 1,098,318 999,922 951,428 904,132 444,510 662,738

長期預り保証金 619,243 27,939 410,699 149,680 183,334 26,207

合　計 5,568,055 4,683,165 3,742,827 2,616,097 1,658,384 773,946

長期預り保証金

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債務ごとに、債務額と契約または使用見

込期間および国債の利回り等を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の

時価に分類しております。

（注２）金銭債権の連結決算日後の償還予定額

（注３）社債、長期借入金、リース債務および長期預り保証金の連結決算日後の返済予定額

（賃貸等不動産に関する注記）

賃貸等不動産の状況に関する事項

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

－ 17 －



2024/05/30 15:54:04 / 23071036_日本ロジテム株式会社_招集通知

連結注記表

報告セグメント
その他事業
（注）

合計
貨物自動車
運送事業

センター
事業

アセット
事業

計

日本 22,203,226 13,353,543 13,614,299 49,171,069 3,638,847 52,809,917

アジア 2,777,872 967,646 1,546,293 5,291,813 3,051,864 8,343,677

顧客との契約
から生じる収
益

24,981,099 14,321,189 15,160,593 54,462,882 6,690,712 61,153,595

その他の収益 - - 1,805,818 1,805,818 13,347 1,819,165

外部顧客への
営業収益

24,981,099 14,321,189 16,966,411 56,268,701 6,704,059 62,972,760

当連結会計年度

契約負債(期首残高) 225,998

契約負債(期末残高) 271,285

（収益認識に関する注記）

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

（注）「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメン

トに関連する事業（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾

関連事業、労働者派遣事業、物品販売業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であり

ます。

(2)顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

「連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記 ４.会計方針に関する

事項 (5)収益および費用の計上基準」に記載の通りです。

(3)当連結会計年度および翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

①契約資産および契約負債の残高等

（単位：千円）

当社および連結子会社の契約資産については、残高に重要性が乏しく、重大な変動も発

生していないため、記載を省略しております。

契約負債は、主に、アセット事業にかかる顧客からの前受金に関するものであります。

契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。当連結会計年度に認識された収益の額の

うち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、225,998千円であります。当連結会計

年度中の契約負債残高について、重大な変動は発生しておりません。
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また、契約資産および契約負債残高について、過去の期間に充足（または部分的に充

足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益に重要性はありません。

②残存履行義務に配分した取引価格

当社および連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想

される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省

略しております。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない

重要な金額はありません。

（１株当たり情報に関する注記）

１株当たり純資産額 ……………………10,977円27銭

１株当たり当期純利益 ………………… 　365円60銭
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退職給付債務の期首残高 3,054,116千円

勤務費用 238,625

利息費用 11,094

数理計算上の差異の発生額 △1,303

退職給付の支払額 △250,394

その他 3,703

退職給付債務の期末残高 3,055,841

年金資産の期首残高 4,167,126千円

期待運用収益 45,838

数理計算上の差異の発生額 836,348

事業主からの拠出額 155,013

退職給付の支払額 △219,508

年金資産の期末残高 4,984,818

積立型制度の退職給付債務 2,755,749千円

年金資産 △4,984,818

△2,229,068

非積立型制度の退職給付債務 300,091

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △1,928,976

退職給付に係る負債 300,091

退職給付に係る資産 △2,229,068

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △1,928,976

（その他の注記）

退職給付関係

１.採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付企業年金制度を採用しており、一部の連結子会社は退職一時金制度を設

けております。また、当社は確定拠出型の制度として選択制確定拠出型年金制度を設けてお

ります。

２.退職給付制度

(1) 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

(2) 年金資産の期首残高と期末残高の調整表

(3) 退職給付債務および年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付

に係る負債および退職給付に係る資産の調整表
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勤務費用 238,625千円

利息費用 11,094

期待運用収益 △45,838

数理計算上の差異の費用処理額 △108,265

割増退職金 12,681

その他 45,068

確定給付制度に係る退職給付費用 153,365

数理計算上の差異 △729,386千円

合　計 △729,386

未認識数理計算上の差異 △1,406,583千円

合　計 △1,406,583

債券 33.49％

株式 56.72

その他 9.80

合　計 100.00

(4) 退職給付費用およびその内訳項目の金額

(5) 退職給付に係る調整額

　退職給付に係る調整額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりで

あります。

(6) 退職給付に係る調整累計額

　退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとお

りであります。

(7) 年金資産に関する事項

① 年金資産の主な内訳

　年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。

② 長期期待運用収益率の設定方法

年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在および予想される年金

資産の配分と、年金資産を構成する多様な資産からの現在および将来期待され

る長期の収益率を考慮しております。

(8) 数理計算上の計算基礎に関する事項

当連結会計年度末における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表わして

おります。）

割引率 0.4％

長期期待運用収益率 1.1％

３.確定拠出制度

当社の確定拠出制度への要拠出額は、当連結会計年度16,723千円であります。
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株主資本等変動計算書

(自　2023年４月１日
至　2024年３月31日)

（単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計資 本

準 備 金
そ の 他
資本剰余金

利 益
準 備 金

その他利益剰余金

別 途
積 立 金

固 定 資 産
圧縮積立金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 3,145,955 3,189,989 82 236,815 2,673,816 54,973 636,652 △37,498 9,900,787

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △109,465 △109,465

当 期 純 利 益 204,944 204,944

自己株式の取得 △54,946 △54,946

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額

－

事業年度中の変動額合計 － － － － － － 95,479 △54,946 40,533

当 期 末 残 高 3,145,955 3,189,989 82 236,815 2,673,816 54,973 732,132 △92,445 9,941,320

評価・換算差額等

純 資 産 合 計そ の 他
有 価 証 券
評 価 差 額 金

当 期 首 残 高 80,384 9,981,171

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △109,465

当 期 純 利 益 204,944

自己株式の取得 △54,946

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額

87,965 87,965

事業年度中の変動額合計 87,965 128,498

当 期 末 残 高 168,349 10,109,670

株主資本等変動計算書

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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　　個別注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１. 資産の評価基準および評価方法

有価証券の評価基準および評価方法

(1) 子会社株式および関連会社株式…移動平均法に基づく原価法

(2) その他有価証券

①市場価格のない株式等以外のもの

　　　　　　　　　　　　　　　　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法により算定しております。）

②市場価格のない株式等……………移動平均法に基づく原価法

２. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附

属設備を除く）ならびに2016年４月１日以降に取得し

た建物附属設備および構築物については定額法

主な耐用年数

建物　26～38年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウェア（自社利用）については、社内における

見込利用可能期間（５年）に基づく定額法

(3) リース資産……………………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース

資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

３. 引当金の計上方法

(1) 貸倒引当金……………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。

(2) 賞与引当金……………………………従業員の賞与支給に備えるため、当事業年度に負担す

べき支給見込額を計上しております。

(3) 退職給付引当金………………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末におけ

る退職給付債務および年金資産の見込額に基づき計上

しております。数理計算上の差異は、各事業年度の発

生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞ

れ発生の翌事業年度から費用処理しております。
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(4) 役員退職慰労引当金…………………役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく

期末要支給額を計上しております。

４. 収益および費用の計上基準

(1)収益の計上基準･･････････････････ 当社は、下記の５ステップアプローチに基づいて、収

益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する

ステップ２：契約における履行義務を識別する

ステップ３：取引価格を算定する

ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配

分する

ステップ５：企業が履行義務の充足時に（または充

足するにつれて）収益を認識する

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事

業における主な履行義務の内容および当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は

以下のとおりであります。

貨物自動車運送事業････････････顧客との運送契約では、委託を受けた貨物の運送サー

ビスを提供する義務を負っております。自社および協

力会社のトラック等を使用する場合においては、これ

らの履行義務を充足する時点は、通常貨物の配送完了

時であることから、当該貨物の配送完了時点で収益を

認識しております。また、路線会社を使用する場合に

おいては、これらの履行義務を充足する時点は、通常

当該路線会社への貨物の引渡時であることから、当該

貨物の引渡時点で収益を認識しております。

センター事業･･････････････････顧客との業務委託請負契約では、顧客より寄託を受け

た貨物の倉庫における入出庫等の荷役を行うほか、自

社および顧客の倉庫・配送センター内における流通加

工（組立、裁断、梱包等）および事務代行（受注代

行、在庫管理等）などの業務を提供する義務を負って

います。荷役業務を行う場合には、これらの履行義務

を充足する時点は、通常貨物の入出荷時であることか

ら、当該貨物の入出荷時点で収益を認識しておりま

す。流通加工および事務代行などの業務を行う場合に

は、これらの履行義務を充足する時点は、通常業務完

了時であることから、当該業務完了時点で収益を認識

しております。

アセット事業･･････････････････顧客との業務委託請負契約や不動産賃貸借契約では、

顧客より寄託を受けた貨物の倉庫における保管を行う
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ほか、不動産の賃貸借およびその仲介を行う義務を負

っております。保管および不動産賃貸借等の業務を行

う場合には、これらの履行義務を充足する時点は、通

常月単位での期間経過時であることから、当該期間経

過時点で収益を認識しております。

上記の各事業において、取引価格の算定は、財または

サービスの顧客への移転と交換に企業が権利を得ると

見込む対価の額を測定することで行っています。これ

らの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途

定める支払条件により概ね１ヶ月以内に受領してお

り、重大な金融要素は含んでおりません。

(2)ファイナンス・リース取引にかかる収益の計上基準

リース料受取時に営業収益と営業原価を計上する方法

によっております。

５. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

(1) 外貨建資産および負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として

処理しております。

(2) ヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法…………………金利スワップについて特例処理の要件を満たしている

場合は、特例処理を採用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段………………………金利スワップ

ヘッジ対象………………………借入金

③ ヘッジ方針…………………………将来予想される金利変動リスクを回避する目的で金利

スワップを行っており、投機的な取引は行っておりま

せん。

④ ヘッジ有効性の評価方法…………金利スワップについては特例処理の要件を満たしてい

るため、有効性の評価は省略しております。

(3) 退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類における会計

処理の方法と異なっております。
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（表示方法の変更に関する注記）

（損益計算書）

前事業年度まで区分掲記して表示しておりました「受取手数料」（当事業年度は、

11,674千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度より、営業外収益の「そ

の他」に含めて表示しております。

前事業年度まで特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「リース解約損」は、

金額的重要性が増したため、当事業年度より、区分掲記しました。

なお、前事業年度の「リース解約損」は4,589千円であります。

（会計上の見積りに関する注記）

会計上の見積りは、計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出し

ております。当事業年度の計算書類に計上した金額で会計上の見積りによるもののうち、

翌事業年度の計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以下のとおりです。

固定資産の減損損失の認識

１. 当事業年度の計算書類に計上した金額

資産または資産グループの収益性の低下や市場価格の著しい下落により、減損の兆候があ

ると認められた16事業拠点については、減損損失の認識の判定に基づき、９事業拠点におい

て減損損失57,210千円を計上しております。また、その他７事業拠点（固定資産の帳簿価額

3,450,313千円）については、減損損失は計上しておりません。

２. 計算書類利用者の理解に資するその他の情報

連結注記表の（会計上の見積りに関する注記）に同一の内容を記載しているため、記載

を省略しております。
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(1) 担保に供している資産 建物 ……………………………… 808,569千円

土地 ……………………………… 3,146,903千円

借地権 …………………………… 421,160千円

計 ……………………………… 4,376,632千円

(2) 担保に係る債務 短期借入金 ……………………… 1,666,028千円

１年内償還予定社債……………… 200,000千円

１年内返済予定長期借入金…………
　

3,300,000千円

社債 700,000千円

長期借入金 ……………………… 3,569,542千円

長期預り保証金 ………………… 131,256千円

計 ……………………………… 9,566,826千円

L O G I T E M  H O N G  K O N G  C O . , L T D . …
　

19,340千円

L O G I T E M ( T H A I L A N D ) C O . , L T D . …

　
507,948千円

L O G I T E M  V I E T N A M  S O U T H  S E R V I C E
　
CO.,LTD.  …
　

37,936千円

計 ……………………………… 565,224千円

なお、阪神ロジテム㈱において、Gravity AH合同会社

と2022年２月に定期建物賃貸借契約(月額13,073千円)

を締結しております。当該契約で発生する支払賃料等

一切の債務について連帯保証を行っております。

短期金銭債権 …………………… 161,147千円

短期金銭債務 …………………… 171,486千円

４. 有形固定資産の減価償却累計額 …………………………………………… 20,472,119千円

（貸借対照表に関する注記）

１. 担保に供している資産および担保に係る債務

２. 保証債務 他の会社の金融機関等からの借入債務に対し、保証を行

っております。

３. 関係会社に対する金銭債権および金銭債務（区分表示したものを除く）
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１. 関係会社との取引高 営業収益 ………………………… 968,332千円

営業原価 ………………………… 1,353,325千円

販売費及び一般管理費 ………… 11,032千円

営業取引以外の取引 …………… 86,475千円

区分 種類 場所

事業用資産 建物等
東京都大田区

東京都江東区等

建物…………………………………………………………………………… 51,934千円

構築物………………………………………………………………………… 3,742千円

機械及び装置………………………………………………………………… 679千円

工具器具備品………………………………………………………………… 853千円

計…………………………………………………………………………… 57,210千円

普通株式 ………………………… 29,028株

（損益計算書に関する注記）

２. 減損損失

（１) 減損損失を認識した資産または資産グループの概要

（２) 減損損失を認識するに至った経緯

事業用資産については収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなったため、事業

用資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当期減少額を減損損失として特別損失に

計上しております。

（３) 減損損失の金額

（４) 資産のグルーピングの方法

当社は、他の資産または資産グループのキャッシュ・フローから概ね独立したキャッシ

ュ・フローを生み出す最小の単位によって、資産グルーピングを行っています。

（５) 回収可能価額の算定方法

回収可能価額は正味売却価額により測定しており、売却や転用が困難な資産については零

として評価しております。

（株主資本等変動計算書に関する注記）

当事業年度末における自己株式の種類および株式数
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賞与引当金 100,642千円

未払事業税 17,699千円

未払事業所税 8,920千円

役員退職慰労引当金 89,488千円

退職給付引当金 12,711千円

貸倒引当金 11,510千円

資産除去債務 191,119千円

投資有価証券評価損 29,602千円

会員権評価損 25,154千円

関係会社株式評価損 225,639千円

フリーレント賃借料 170,557千円

減損処理否認額 100,409千円

リース投資資産に係る差益 148,184千円

その他 89,374千円

繰延税金資産小計 1,221,015千円

評価性引当額 △572,264千円

繰延税金資産計 648,750千円

資産除去債務に対応する除去費用 △93,020千円

固定資産圧縮積立金 △24,262千円

前払年金費用 △251,844千円

フリーレント賃貸料 △11,073千円

土地評価差額 △40,830千円

借地権更新に伴う損金処理額 △4,895千円

その他有価証券評価差額金 △56,095千円

繰延税金負債計 △482,022千円

繰延税金資産の純額 166,727千円

（税効果会計に関する注記）

繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債

（注） 評価性引当額は、スケジューリングが不能な将来減算一時差異であります。
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（単位：千円）

属性 会社等の名称

議決権等
の所有

（被所有）
割合

関連当事者
と の 関 係

取引の内容 取引金額 科　　目 期末残高

子

会

社

ロジテム
インターナショナル㈱

所有
直接100％

資金の援助
役員の兼務

資金の回収 1,127,000

資金の貸付
（注）

1,127,000
関 係 会 社
短期貸付金

1,127,000

利息の受取
（注）

14,424
未 収 利 息

前 受 利 息

842

12,705

LOGITEM(THAILAND)

CO.,LTD.

所有
直接29.0％
間接71.0％

資金の援助
役員の兼務

資金の貸付
（注）

535,168
関 係 会 社
長期貸付金

535,168

利息の受取
（注）

13,415 未 収 利 息 3,335

１株当たり純資産額 ………………………………………………………………… 7,464円97銭

１株当たり当期純利益 ……………………………………………………………… 149円98銭

（関連当事者との取引に関する注記）

子会社および関連会社等

（注）資金の貸付については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。なお、担保は受

け入れておりません。

（収益認識に関する注記）

 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表（収益

認識に関する注記）」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

（１株当たり情報に関する注記）
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